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健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

も
、
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
、

ぜ
ひ
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。
問
合
せ
先
窓
口
に

て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
も
で
き

ま
す
。　

※
国
民
健
康
保
険
の
資

格
を
喪
失
し
た
人
や
今
年
度
に
市

が
実
施
の
健
康
診
査
を
受
診
し
た

人
は
、
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

問
保
険
年
金
課 

国
保
係
（
市
役

所
１
階
９
～
11
番
窓
口
）☎
０
２

５
６
・
77
・
８
１
３
２

障
が
い
を
お
持
ち
の
人
の

作
品
展
を
開
催
し
ま
す

　
豊
か
な
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
作

品
を
展
示
・
紹
介
し
ま
す
。
作
品

に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
思
い
を
お

届
け
し
ま
す
。

時

10
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰　

午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
８
日
㈰
は

午
後
４
時
ま
で
）　
場
燕
市
文
化

会
館　
内「
秋
の
夜
の
」を
テ
ー

マ
に
し
た
書
道
、
陶
芸
、
ラ
ン
プ

シ
ェ
ー
ド
、
ア
ー
ト
絵
、
組く

み

子こ

細ざ
い

工く

な
ど
の
作
品
展
示
／
自
主
製
品

販
売
（
焼
き
菓
子
、
コ
ー
ヒ
ー
、

ス
ト
ー
ル
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
小
物

な
ど
）　
問
ア
ビ
リ
テ
ィ
燕
☎
０

２
５
６
・
66
・
０
０
０
３

県
央
地
域

く
ら
し
と
こ
こ
ろ
の

総
合
相
談
会

　
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
や

悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
を
対
象
と

し
た
相
談
会
で
す
。
弁
護
士
、
社

会
保
険
労
務
士
、
薬
剤
師
、
保
健

師
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
相
談
員
、
精
神
保
健
福
祉

相
談
員
な
ど
の
専
門
職
が
、
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

時
11
月
１
日
㈬　

午
前
11
時
～

午
後
４
時
（
受
付
：
午
後
３
時
ま

で
）　
※
完
全
予
約
制　
場
吉
田

産
業
会
館　

X 

10
月
20
日
㈮　

午
後
５
時
ま
で　
問

保
健
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
５
６・93・５
４
６
１

ま
た
は
、
三
条
地
域
振
興
局 

地

域
保
健
課
☎
０
２
５
６
・
36
・
２

３
６
３

10
月
は
骨こ
つ

髄ず
い

バ
ン
ク

推
進
月
間
で
す

　
一
人
で
も
多
く
の
血
液
疾
患
患

者
を
救
う
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
骨
髄
移い

植し
ょ
く

推
進
団
体

が
実
施
す
る
移
植
手
術
の
骨
髄
・

末ま
っ

梢し
ょ
う

血け
っ

幹か
ん

細さ
い

胞ぼ
う

の
提
供
者
（
ド

ナ
ー
）と
な
っ
た
市
民
を
対
象
に
、

奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
健
康
づ
く
り
課 

健
康
推
進
係

☎
０
２
５
６
・
77
・
８
１
８
２

燕
市
国
民
健
康
保
険

人
間
ド
ッ
ク

　
今
年
度
の
「
燕
市
国
民
健
康
保

険
人
間
ド
ッ
ク
」
を
申
し
込
み
し

た
人
で
、
ま
だ
検
診
機
関
に
日
時

の
予
約
を
し
て
い
な
い
人
は
、
ご

自
分
で
早
め
に
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。
市
か
ら
受
診
票
が
届
く
前

で
も
予
約
が
で
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人

も
の
づ
く
り
体
験

に
い
が
た
県
央
マ
イ
ス
タ
ー
塾

■
木
工
・
塗
り
体
験

「
お
仏
壇
の
技
を
使
っ
て
、
便
利

な
テ
ー
ブ
ル
づ
く
り
」

時
11
月
18
日
㈯　

午
後
１
時
30

分
～
５
時　
場

三
条
市
体
育
文

化
会
館
（
三
条
市
荒
町
２
‐
１
‐

３
）　
対
県
内
在
住
で
小
学
生
以

上
、
一
般
の
人　
※
小
学
生
は
保

護
者
同
伴　
定

10
人
（
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
）　
円
５
０
０

０
円　
Z
◎
講
師
：
石
田
宣せ

ん

一い
ち

さ

ん
、
高
橋
弥や

一い
ち

さ
ん
（
に
い
が

た
県
央
マ
イ
ス
タ
ー
）／
◎
作
業

に
適
し
た
服
装
で
参
加　

X 

11

月
２
日
㈭
ま
で
に
応
募
用
紙
を

郵
送
か
電
子
メ
ー
ル
に
て　
問

三
条
地
域
振
興
局 

地
域
振
興
グ

ル
ー
プ
☎
０
２
５
６
・
36
・
２
２

０
５
／
Mngt112410@

pref.
niigata.lg.jp

学
用
品
等
リ
ユ
ー
ス
会
を

開
催
し
ま
す

　
役
目
を
終
え
た
学
生
服
や
学
用

品
を
、新
た
に
必
要
と
す
る
子
育

て
世
帯
へ
無
料
で
お
渡
し
し
ま
す
。

時
10
月
14
日
㈯　

午
後
１
時
30

分
～
７
時　

※
申
込
不
要　
場

燕
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー　
対

市

内
在
住
の
子
育
て
世
帯　
問

燕

市
社
会
福
祉
協
議
会 

地
域
福
祉

課
☎
０
２
５
６
・
78
・
７
８
６
６

N
ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ

obody's P

パ
ー
フ
ェ
ク
ト

erfect
（
Ｎ
Ｐ
）プ
ロ
グ
ラ
ム

～
完
璧
な
親
な
ん
て
い
な
い
～

　
困
り
ご
と
や
悩
み
を
共
有
し
、

自
分
に
合
っ
た
子
育
て
を
見
つ
け

ま
せ
ん
か
？

時
11
月
10
日
㈮
～
12
月
15
日
㈮

の
毎
週
金
曜
日　
午
前
９
時
30
分

～
11
時
30
分
（
全
６
回
）　
場
燕

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー　
対
１
～

３
歳
の
お
子
さ
ん
の
母
親
で
６
回

通
し
て
参
加
で
き
る
、
市
内
在
住

ま
た
は
在
勤
の
人　
定
10
組（
新

規
受
講
者
優
先
）　
X 

10
月
20
日

㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
申

込
フ
ォ
ー
ム
に
て　
Z
希
望
保
育

あ
り
。
定
員
10
人
（
無
料
・
要
申

込
）　
問
子
育
て
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー「
す
く
す
く
」☎
０
２
５
６・

77
・
８
５
５
１
／
FAX
０
２
５
６
・

77
・
８
５
５
４

ファミリー・サポート・センター研修会

時 11 月 12 日㈰　午後１時 30 分～３時
場 保健センター
対 市内に在住または在勤の妊娠を希望す
　る人、不妊に悩んでいる人、不妊治療を
　始めようと思っている人、不妊治療につ
　いて学びたい人など
定 30 人　※先着順
内 講演：妊活に大切な身体づくりについ
　て、不妊になる原因、不妊治療について
　など…講師：髙田杏

あん

奈
な

さん（県立吉田病
　院 産婦人科非常勤医師）
X 11 月６日㈪までに電話か申
　込書をファクス、申込フォー
　ムにて　　　

妊活応援セミナー

　普段の生活の中で思わず与えてしまう便利なものについ
て、あらためて考えてみましょう。
時 11 月１日㈬　午後 1 時 30 分～３時 30 分
場 燕市民交流センター
Z 講師：佐藤昌

まさ

子
こ

さん（佐藤内科小児科医院 副院長）
■無料保育ルーム　先着 5 人、申込は 10 月 25 日㈬まで

　子どもが病気の時の対応や、スキンケアの方法などを学
びます。
時 11 月 14 日㈫　午前 10 時～正午
場 燕市民交流センター
Z 講師：長谷川恵

けい

子
こ

さん（県立吉田病院 小児アレルギー
　エデュケーター）
■無料保育ルーム　先着 5 人、申込は 11 月７日㈫まで

●アレルギーや小児の看護について

●スマホやタブレットが
　子どもの成長に与える影響を考える

対 市内在住・在勤の人
X 電話か申込フォームにて
問 ファミリー・サポート・センター
　☎ 0256・77・8550

５Ｐ

申込フォーム▼

問 保健センター
　（子育て応援課 母子保健チーム）
　☎ 0256・92・6815
　FAX 0256・93・5463

妊活応援セミナーのページ▶

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
へ
の

支
援
事
業
の
ペ
ー
ジ
▼

学
用
品
な
ど
の
寄
付
も
随

時
受
付
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
燕
市
社
会
福
祉
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
▼

申
込
フ
ォ
ー
ム
▼

三
条
地
域
振
興
局 

地

域
振
興
グ
ル
ー
プ
の

ペ
ー
ジ
▼　対象の人には、9月下旬に新しい受給者証を郵送します。10月からは新しい受給者証をお使いくだ

さい。対象であっても、所得制限により助成を受けられない場合は、申請却下通知書を郵送します。

ひとり親家庭等医療費助成（県親）の受給者証をお届けします

対 次の条件すべてに該当する人

❶
燕市に住所があるひとり親家庭の児童と、扶養
している父、母または養育者（父または母が重
度の障がいの状態にある配偶者と児童も含む）

❷ ひとり親家庭等医療費助成を申請または受給し
ている

❸ 医療保険の被保険者または被扶養者である
❹ 生活保護を受けていない

● 10 月診療分から入院医療費助成の助成方法
　が変わります

　医療費助成の拡充により、令和 5 年 4 月診
療分から 18 歳までの子どもの入院費が無料に
なりました。助成を受けるには市役所で助成金
の申請が必要でしたが、10 月診療分からは保
険証と受給者証を医療機関に提示することで、
窓口での入院費の保険診療分の支払いがなく
なります（令和 5 年４月～９月診療分までは、
保険年金課の窓口で助成金の申請をしてくださ
い）。

見
本

人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い

て
の
ペ
ー
ジ
▼

問 保険年金課 年金医療係
　☎ 0256・77・8133

※条件を満たしているが、まだ一度も申請をしていない
　人は、お問い合わせください。
■受給者証の有効期間
　10 月１日㈰～令和 6 年９月 30 日㈪まで
※児童が今年度中に満 18 歳になる場合は、令和 6 年３
　月 31 日㈰まで／一定の障がいがある児童が今年度中に
　満 20 歳になる場合は、誕生日の前日まで

市役所受付時間は開庁日の午前８時 30 分～午後５時 15 分、夜間など緊急のご連絡は市役所代表☎ 0256・92・1111 へ　 時とき　場ところ　対対象　定定員　内内容　円料金　Y持ち物　Zその他　X申込　問問合せ
HP…ホームページ　FAX…ファクス　M…電子メール　G …「つばめ元気かがやきポイント事業」５ポイントメニュー
※料金、申込の記載がないものは「無料」「申込不要」


